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でんでんむしむしかたつむり
梅雨から初夏へのこの時期に、子どもたちは園のプランターに隠れているかたつむりを見
つけ指さしながら「これなあに！」と保育士に問いかけるなど観察力、探求心、想像力を
育み自らの思いを伝える等言葉への成長と繋がっています。子どもたちの驚き、発見など
に発する“つぶやき”は豊かな感性の兆しである事を理解し、大人が拾う（受け止める、
応える）ことで主体性、自己肯定感へと成長していきます。保護者の皆様も日常生活
の中でのつぶやきを大切に受け止め私達にも共有させて下さい。
子供の「安心できる」保育園の居場所の下、集団でも自己発揮しつつ心が豊かに育つ
園を目標に子ども一人ひとりの不安、不満の原因を見極めチームで連携を図って今月も
進めて参ります。今月も宜しくお願い致します。

代表 有松秀行

保護者の皆様、お仕事、子育てとお疲れ様です。
初夏の様な爽やかな風の下、子どもたちは帽子をかぶり靴を履いて「〇〇へ行って来
ます」と元気に挨拶をし戸外活動へと出掛けます。その様子を見ていると保護者が
一人ひとりに対応した声掛けで出来る方向へと促している。
各々の発達を把握し指導している事に対して手に取ることが出来る。更に「出
来る」事に趣をおくのではなく、「出来る」までの過程を大切にし達成出来る
まで見守り関わっている。
子ども自らが、「〇〇がしたい」という想いを受け入れ様々な経験を
重ね気づいた時は、「出来ていた」という道筋を実感致しました。

日常生活の何気ない声掛けが成長、発達の要因ですね。
今月も宜しくお願い致します。

（食育だより）

～子どもに適したエアコンの使い方～
エアコンの設定温度は外気温との差4～5℃程度が目安。
子どもの身体に触れ汗をかきすぎてないか、手足が冷えてな
いか確認し小さな身体に負担をかけない様にしましょう。
～汗をかくことの大切さ～
体温調整が出来るように、成長の過程で外気浴や外あそび
で汗を流す習慣を身につけることで体温調整の力が育ってい
きます。水分、塩分などもこまめに摂りましょうね。

当園では食を通して五感を刺激し食べることへの興味、
関心を育んでいます。
先月よりクッキングも始まり子どもたちは意欲満々です。
プランターで育てたニラでヒラヤーチーを調理員がリーダーに
なり調理致しました。“食材”を食するまでの過程を体験す
る事で命、感謝の土台が培われる様にしたいですネ。

（保健だより）

Q.子どもが遊びを通して世界を広げる事の大切さを教えて下さい。
Ａ.子ども自身が「何だろう」「やってみた」、例えば粘土を見て「触ってみたい」触れると「こんなもの作りたい」という想いから
あそび始めると熱中し思考力が高まってきます。
「面白そうだからやる」という子どもが自らの想いで出発する多様な方向へと世界を広げています。
私たちが出来ることは、その環境を準備し子ども目線で一緒に面白がる事と思います。
今日もステキな世界の広がりを目指していきましょう。

～初めての身体測定～

プランターで育てたニラでヒ
ラヤーチーを頂きました

週一回クラス毎に掲載しています

～地域の農家よりトマトを頂きました～

食育・クッキング（ヒラ
ヤーチ作り）

五感を刺激してもらいご家
庭で味わいました

これからの成長が楽しみですネ

園での子どもの様子

調理員がリーダーになり作りました
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